
 

 

 

 

 

水防災講演会の開催について 

 

１ 目的 

近年、台風や集中豪雨による大規模水害が全国各地で発生しており、令和元年の台

風 19号では、大田区でも一部地域が浸水するなど甚大な被害を受けた。 

過去の大規模水害では、避難行動の遅れによって多くの住民が犠牲になっているこ

とから、あらかじめ自宅の災害リスクを把握しておくことがいかに重要かを伝え、区

民一人ひとりの自助意識の一層の向上を図るため、本講演会を開催する。 

なお、幅広く区民に周知するためオンラインでの開催とする。 

 

２ 公開日程 

  ９月下旬から令和６年３月 31日（日）24時頃まで 

 

３ 配信方法 

（１）YouTube「大田区チャンネル」に公開する。 

（２）インターネットへのアクセスが困難な方のために、ＤＶＤの貸し出しを行う。 

（３）動画には字幕、手話通訳映像を挿入する。 

 

４ 講師 

 東京工業大学 環境・社会理工学院  助教 厳
いつく

島
しま

 怜
れい

氏 

 

５ 内容 

首都圏の河川の歴史的変遷や大田区の地形的特徴を踏まえ、水害について講義を行う。

また、ハザードマップの解説や、マイ・タイムライン作成の重要性について理解を深め、

区民の防災意識を高める。 

 

６ 周知方法 

（１）区報、区施設でのチラシ配布、区設掲示板、ホームページ等で広報を行う。 

（２）防災出前講座やイベント時の普及啓発等を通じて、視聴の呼び掛けを行う。 
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